
八色原より～校長室だより～ 

 

 ４月８日に令和６年度がスタートして１週間。子どもたちは、新しい教室、新しい友達、新しい先

生にドキドキ、ワクワク。新年度を元気一杯にスタートしました。 

 始業式では全校児童生徒に、今年度がんばって欲しいことを２つ話しました。 

１つ目は、「みんな仲良く思いやりの心をもとう」です。当校は小学部１年生から高等部３年生ま

で幅広い年齢の子どもたちが学んでいます。みんな仲良く思いやりの心をもち、上級生は下級生に

優しく教え、下級生は優しくされたら「ありがとう」とお礼を言う、そんな温かい学校にしていこう

という思いを込めて話しました。昨年度も、そんな心温まる光景がたくさん見られました。 

２つ目は、「一人一人、自分の良いところを見付けよう。そして発揮しよう」です。子どもたち一

人一人、良いところがたくさんあります。まずは自分の良いところを見付け、自信をもってどんどん

発揮していって欲しいという思いを込めて話しました。私も子どもたちの良いところをたくさん見

付け、たくさん褒めていきたいと思います。 

さて、穏やかな春の陽気に誘われて、越後三山をバックにグラウンドて気持ちよさそうに遊ぶ子

どもたち。グラウンドの隅にある桜もついに開花しました！ 


